

















































　「和気清麻呂」 〔喜多実〕 、 「顕如」 〔喜多実〕 、
　　　　　
「夢殿」 〔喜多実〕 、 「青衣女人」 〔喜多実〕
高浜虚子
























ボース」 （ 「関西大学博物館紀要」第八号、二〇〇二年三月三一日）では、伊号二九潜水艦の当時の艦内の生活様式やスバス・チャンドラ・ボースの移乗経緯などが書かれており、 「 「２．伊号潜水艦の艦内生活」 （８）赤道祭、 （９）艦内誌「不朽」 」の項目では、船員達が実際に行った赤道祭や艦内誌 不朽」の詳細が述べられており、
－ 18 －
「皇軍艦」は、艦内誌「不朽」 （創刊号）に掲載された佐古少尉作の謡曲「赤道神」が基となっていることが示されている。








秋山暁勲 「伊号第２９潜水艦とスバス・チャンドラ・ボース」 では、 「不朽」第二号で確認できる通し番号が一二五部である事から、創刊号もほぼ同数と推定し、外部 配布されたの 一〇部程度で、第三号は発行されていない可能性が高いと指摘している。
































































　「不朽」 第二号、 潜水艦整備中のシンガポールで刊行 （この日は、海軍記念日） 。
二八日
　
















が外部へと提供され のかは定かではないが、 『不朽』 第２号には 「創刊号は畏くも山階宮様へ献納の榮に浴した」 と 記述があり 『不朽』が外部へ配布されていたことは事実であり、そ 過程で「赤道神」が能に仕立てられ、 上演が実現したの ろう。 指摘されて る。「山階宮様」とは、 元司令官勝田大佐の海軍兵学校での同期生（大正七年一一月卒。第四六期生）であった山階宮武彦王を指すと考え


































一二首と、合作をする可能性 少ない作品分野にも多数投稿しているため、謡曲も単独で創作したと考えられる。「不朽」創刊号において、ペンネームが用いられている作品は、少年時代の「Ｋ子」 の回想 つづっ 「夜話」という独白的な読み物のみであ 。この作品は「穂曽川狂二作」と記さ ているが、二つ前に掲載されている随筆「戦線ノ兄ヨリ弟ヘ」を書いた細川清
（上曹）と同一人物と考えられる。内容が、夜半に女性のことを思い出す内容であったため、ペンネームを用いて、 「フィクション的」な工夫をした可能性がある。
以上から、尉官の者は基準を以って掲載されていること、佐古少
尉は他分野の作品も投稿しており、 合作の可能性は低いこと、 「不朽」の投稿者は基本的にペンネームを用いないことから、佐古と う人物が、少尉の位であり、単独で「赤道神」を作詞したと想定される。しかし、 「不朽」は氏名で投稿されているものもあるが、大半は名字と階級のみで表記されてお 佐古少尉の名前 方は確認できない状況である。
（２）保安上の事由で「名前」を公表できなかった可能性
銕之丞が海軍関係者から「赤道神」を能に仕立てる依頼を受けて
公演準備をしていた頃、伊号二九潜水艦は、ボース訪日の護衛という、最も緊張感のある任務中であり、その周辺の情報は厳重なものであったといえる。 かし、 「忠霊」が観世一門の浅見真健の作であったのに対し、海軍関係者が 皇軍艦」の軍人原作であることに意義を見出し ことは、当時の宣伝広告などに就いても明らかである。一方で、銕之丞も 「観世」主筆の三宅襄も 「不朽」や佐古少尉に関する情報をどの程度持っていた か不明であり、銕之丞が実物の「不朽」創刊号 閲覧したのか 「赤道神」のみの抜粋を参考にした かも特定できない。










「赤道神」をみると、謡曲の基本的な進行構成に沿っていること、七五調であること、節はないが「謡う箇所」と「台詞の箇所」が区別されていることから 能楽に対する一定の知識があったことが判る。しかし、謡い方を示す「次第」 「道行」 「一声」などの専門用語の指示はなく「明快二」 のみ添えられ、他の乗組員のためにわかりやすくした工夫か 佐古少尉自身が の愛好者ではあったが、専門知識は持ってい ったと考えられる。いずれの投稿作品も「バナナ」 「タンカー」 「ペリスコープ」など
のカタカナが多く用いられている。その特徴 外来語を用いながら、七五調の表現形式を好んだと考えられる。
また、同じ七五調でも川柳は投稿しておらず、作品上には「四方
の海」など、古典的用語も使用しているが、古典作品を典拠にしているものは「赤道神」の一例しか確認できない（大伴家持の長歌引用であり、詳細は後述する） 。そ て、古典謡曲で有名な詞章や見せ場（例えば「船弁慶」で 後シテ 平知盛の亡霊と船上で対峙する義経（子方）の台詞「その時義経少しも騒がず」のよう 箇所）を想起さ る引用も「赤道神」にはない。
これらの点から、世俗的な表現はせず、同時に古典趣味的な表現






ワキ方は、シテ方（ツレや子方を含む）の主役性を高める能独特の相手役である。この完全に役割分担す 形式は、能 大成した南北朝時代から変わらず、シテ方の 者が「今回はワキを演じる」などというようなことはな 。
つまり、折衷演劇や特殊な演出を試みない限り、基本的な「能」




世流、宝生流） 、下掛系（金春流、金剛流 喜多流）で分類することができる。 「歌占」は下掛系にワキが登場するのに対して 上掛ではツレがワキの代理的役割をす これは上掛系で上演が中断された経緯があり、復曲後に臨時でシテ方のツレ 演じたことが通例となっ と考えられている。この「歌占」の例から ワキを設定せずにシテ方のツレ その役を演じること 、能 基本的な 出において、消極的な理由がない限り そのような形態にはならないということがわかる。
「皇軍艦」は、新作能であるが、その作風は龍神や鬼が登場する五番目物（例えば「竜虎」や「雷電」など）の古典的な形式をとっている。そのため、ワキ（通常なら）や地謡によって、場面情景の説明がされ、 土地の由縁を語り、シテが登場し華やかでテンポの速い舞を舞い 終わる、という形式が基本である。演劇的意図があって通常ワキが演じる役をツレに設定したのな
ら、銕之丞の所感や、観客からその演出に対する評価が ってもいが、この「ワキなし」と う演出が 能の形式として非常に特殊な配役であるにもかかわらず 一切の言及はされていない。
一方「シテ」の「赤道神」 、 「主ツレ」の「艦長」についての言及









の問題である。先に述べたように銕之丞の能に仕立てる準備期間は一カ月半程度であったと考えられる。仮に、それよりも事前に何らかの経緯で銕之丞が極秘に準備をしていたとしても、他の役職の家に台本を渡すことはむずかしい。五番目物の形態 即した作品であるから、 節付けや舞などは従来の古典作品と同じ演出にできるため、囃子方は直前の依頼でも は少ない。しかし、ワキ方が口語 詞章を覚え、且つ他 演能活動もしな らの準備は、不可能ではないが余裕はない。
本来ならば、ワキ方に依頼をし、打ち合わせをしながら取り組む
べきものであるが、五月二七日 海軍記念日の前日に合わせて上演をしなくてはいけないため 銕之丞は同門のシテ方内で効率よく稽古ができるように、 ワキの配役を主ツレ 設定にしたと考えられる。詞章の多い主ツレの「艦長」 作曲した銕之丞自身が演じ、華やかなシテ 赤道神を、体格の大き 銕之丞の義兄である梅若万三郎が勤め、銕之丞の養子（実弟） 観世織夫（後 世銕之丞） 地頭を勤めたことも、その事情が反映されているといえる。なお、 「皇軍艦」 は宗家である元正は出演し いない。当時は慰安公演などで子方をしつつ、 直面で成人役者に加わりツレも演じて た。しかし、シテと主ツレは知名度のある成人役者が演じる方が自然であり、同時に他のツレでは「宗家」にはふさわしくないということで出演をしなかった であろうと考えられる。
二つ目は、海軍との問題である。本作品は「赤道を巡る潜水艦の
兵士の武勇物語」を明確な主題にしていた。そのため、檜書店出版の謡本「皇軍艦」の前書きには次のようにある。 「本曲の狙ひは、大東亜戦争に対する日本の根本理念を明示 、敵国米英の非道を糾弾し、大東亜十億の民族の為に躍起した皇国の正義を昴揚するにある。赤道神を引用した は脚色上の方便であって、作の中心を貫くものは、厳然たる皇道精神であること 忘れてはならぬ」と記されている。
能は、面をつけ演じるのはシテ方のみの役割であり、また、神が
ツレになり、人間をシテにする も能の演出上限界がある。 がって、赤道神をシテとす 設定は変更できない。しかし、この作品の主題である皇道精神と武勇を示すために、作品中に活躍をする艦長を、ワキ方ではなくシテ方が「主ツレ」として演じることによって、あくまで「シテを高めるだけではない設定」すなわち「両シテの位」を強調したのだと考えら る。
本作の航海長、砲術長、甲板士官なども、艦長の付属的な役割を





































いる。 「皇軍艦」には、先述の通りワキはいないが、やはり鬼神と人間の役があれば、鬼神をシテに据え、人間の役はワキかツレが勤めるのが能の基本である（古典作品「谷行」のように、 の阿闍梨が作品 中心的な役割をする しても、シテは鬼神である。 ） 。そのため「皇軍艦」では、赤道神と艦長 「両シテの位」と、意識的に補足されてい 。ワキに関しては 原作には登場した司令（モデルは勝田治夫大佐）のいな ことが注目 べき点である。 「赤道神」では、司令の詞章は後半に至るまであらわれず、物語の進行は艦長（モデルは木梨鷹一中佐）がつとめている。
－ 27 －
「皇軍艦」では、ワキを設定していないため、司令も役に加えるなら、階級序列を考慮すると配役順序は、主ツレ司令・ツレ艦長とその他となるべきものである。原作の司令の言葉が少なく艦長のみで演出が可能であること、 配役に階級意識の考慮が必要であること、役者の人員や稽古期間などを総合的に鑑みて、銕之丞は司令の役を除外した であろう。 お、 原作では艦長を 「ワキツレ」 と称さず 「ワキ」としている。こ 点は 佐古少尉がワキツレ いう言葉を省略したのか、 「両ワキ」という独自の作意であったのかは不明である。ツレに関しては、双方の謡本で諸神を設定している。 「一角仙人」













①艦長が南海の情景を謡い、赤道を通過することを述べる。②艦長が、甲板士官を呼び、赤道祭の準備を命じ、さらに甲板士官が 祀員に準備を命じる。③シテの赤道神が諸神 （台詞有）を連れて登場する。諸神に、潜水艦の武勇を試すため、嵐を起こせと話す。④艦長が異様な暴風に驚くと、航海長が「妖魔の仕業である」と言い、砲術長は大砲で撃退しよう いさむ。⑤司令が「赤道は神域であるため妖魔の仕業ではない」とその場を収め、 赤道祭が執行される。











軍艦」③（舞働）の箇所の様に、 舞や囃子の詳細な指示が「赤道神」にはない。 「赤道神」は「謡曲」であり能仕立てではないので、指示がないことは不自然ではない。佐古少尉が「能」として実際に演能されることを意識したの く、詞章を鑑賞する「謡曲」として作詞したことがわかる。また、実際の詞章の文字数を比較し みると、 「赤道神」が約二五〇〇文字、 「皇軍艦 が一八五〇文字 あ
り、原稿用紙に換算すると一枚半程度の縮小がされている。 「赤道神」は節が付けられていないため、文字数のみでは「皇軍艦」がどれくらいの演能時間を短縮したかは計算ができないが、注１の資料中に「みなで五十分といふ時間は、ほんとにこの忙はしい時局に相應はしい。 」と評されていることから 銕之丞が意識して短時間の作品に仕上げたと考えら る。
また、 「皇軍艦」には、佐古少尉が「赤道神」で用いた「ＡＢＣ



















































　「不朽」創刊号、編集者の藤田軍医の選者の辞にて「 「西岡兵曹の（一年をかへり見て） 」の如き努力作もあったが、あまり長いし機密保持上から本誌にのせない事にした」とあり、編集段階から情報管理を意識し いたことがわかる。
注４
　
観世元正。太平洋戦争中も慰安演能をし、子方と成人担当の役の両方を務めて る。 昭和一六年一一月一一日の新作能 「忠霊」では銕之丞のシテにツレとして出演。この時期 演能がニュース撮影された。
注５
　












能・狂言ともにシテ 一人と決まっ るが、演目によっては、共演者の役割が特別に重く、シテに匹敵する格を必要した時 シテが二人いるかのような扱いをすること。 「二人静」や「小袖曽我」に例がある。
注
注1　
能の曲目分類。 「単式能」ともいう。前シテと後シテの区別がなく、中入りがない。そのため、着替え時間 必要がないためアイは省略できる アイが登場しな 作品は、現行曲で四〇曲程度ある。
注
注注　
昭和一二年に、日本放送の嘱託を受けた信時潔が作曲し 。当時、日本政府が制定した「国民精神強調週間 のテーマ曲
であり、出征兵士を送る曲とし愛好された。
〔付記〕
本紀要の掲載にあたり、愛知県碧南市立大浜小学校、金子てる子
校長に「不朽」に関する資料提供をして頂いた。ここに深く感謝の意を表する。　
図版②「観世」昭和一八年六月号
　「皇軍艦」シテの赤道神
－ 31 －
